
令和４年度政府予算案における空港脱炭素化に係る支援内容

①空港脱炭素化推進計画の策定支援

②設備導入支援・モデル実証等

③整備マニュアルの作成・将来構想の検討

④実施計画策定支援・再エネ活用型GPU等導入支援

⑤航空灯火のＬＥＤ化や誘導路の整備

各空港における脱炭素化に向けた目標や取組内容等をまとめた空港脱炭素化推進計画の策
定に対して補助を行う。

空港の脱炭素化に向けて、空港関係者や脱炭素に関わる事業者等が、太陽光発電等の再エ
ネ設備（蓄電池含む）やEV・FCVステーションを整備することや、空港車両のEV・FCV化、
空港ビル照明・空調の効率化等について効率的な設備導入を行うためのモデル実証を行うこ
とに対して補助を行う。また、庁舎等における太陽光発電の導入を推進する。

再エネ・省エネ設備の導入・整備に際して、空港の特性を踏まえた安全性等の確認や航空
機・空港施設への影響などの考慮すべき事項等をまとめた整備マニュアルを作成するととも
に、今後の社会構造の変化を見据えた場合に想定される将来的な空港脱炭素化のあり方につ
いて検討を行う。

【環境省連携】
空港の脱炭素化に向けて、事業主体・採算性・空港関係者の連携強化等の検討を行い、各

空港の特性に応じた具体的な計画の策定及び事業体制の構築を行うとともに、駐機中の航空
機への電気・冷暖房の供給について、従来の航空機燃料を活用したAPUから空港の再エネ由
来電力の活用が可能なGPU等への切替に対して補助を行う。

【既存の取組の促進】
老朽化更新に合わせて航空灯火のＬＥＤ化や誘導路の整備を行う。
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